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４. 部下の自尊感情を高める
（１）自分には価値があると感じることで、自尊

　　感情が高まる

（２）部下が気づいていない自分の強みを気づかせる

（３）部下の弱みを知る

５. 部下の自己効力感を高める
（１）自己効力感の高い部下は主体的に動く

（２）部下の成功をほめ、自己効力感を高める

（３）部下のお手本（ロールモデル）になれるよう

　　にする　

６. チームのレジリエンスを高める
　　～心理的安全性

※心理的安全性とは「メンバー一人ひとりがチー

　ムに対して気兼ねなく発言できる、自然体で

　いられる環境・雰囲気」を指す

（１）チームのレジリエンスの鍵を握るリーダー

（２）「安心して自然体でいられる職場」がチーム

　　のレジリエンスを高める

（３）失敗してもよいから挑戦することを推奨する

（４）自己開示をする

（５）情報共有・意見交換の場を設ける

７．まとめ

１. リーダーに求められる
　　　レジリエンスとは
（１）レジリエンスとは～「精神的回復力」

（２）リーダーは自分・部下・チームのレジリエン

　　スを高める

（３）リーダーにレジリエンスが求められる理由

２. 自分のレジリエンスを高め、
　　　壁を乗り越える
（１）まずは自分のレジリエンスを高める

（２）レジリエンスを高めるための３つのポイント

（３）捉え方を変え、気持ちを切り替える～感情

　　コントロール

（４）自信を持ち、強みを活かす～自尊感情

（５）自分の成長を感じ、成長チャンスを増やす

　　～自己効力感

３. 部下の感情コントロールを
　　　サポートする
（１）リーダーは部下が気持ちを切り替えられる

　　ようにサポートする

（２）部下が何に悩んでいるのかを理解する

（３）部下の思考の傾向を知る

〇話を聞くだけでなく自分自身で考える時間もあ

ったので、内容がよく理解できた。これからは

部下の成功はすかさずほめていきたい。様々な

職業の人と話をすることができ、とてもために

なった。（製造業・男性）

○内容について、年上の部下への対応がすごく役

に立った。部下が悩んでいる時、困っている時、

常に参考にしたい。部下が悩んでいること、弱

みの知り方、ほめ方etc、どう理解すれば良い

か、表や言葉にすることで分かりやすかったで

す。（医療福祉・女性）

〇内容が非常に有益な事ばかりだった。リーダー

としての理想像を学べたので、それに向け行動

していきたい。自己分析や相手の気持ち、また

若手への対応等、大変身になる内容で受講でき

てよかった。（製造業・男性）

〇仕事場に活かせる内容ばかりで受けて良かった

と感じています。リーダー職として、部下のメ

ンタルヘルスに関するアセスメント活用につな

げられる。自信のない同僚に対しての関わり方

も具体的に学べた。（医療福祉・女性）

昨年度の受講者の感想から


